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田 中 明 子 氏 （ 左 ）、 田 中 愛 子 氏 （ 右 ） 

た な か ・ あ い こ  ☆  1 9 6 0 年 今 治 市 旭 町 生 ま れ 。 田 中 産 業 (株 )二 代 目 の 一 久 氏 と 明

子 氏 の 間 に 次 女 と し て 誕 生 。 今 治 市 立 日 吉 小 学 校 （ 現 ・ 今 治 市 立 吹 揚 小 学 校 ）、 今 治

市 立 日 吉 中 学 校 、 愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 を 卒 業 後 、 青 山 学 院 大 学 経 営 学 部 に 入 学 。

4 年 間 の 大 学 生 活 を へ て 、同 大 学 の 事 務 職 員 と し て 2 年 間 勤 務 。そ の 後 帰 今 し 、 田 中

産 業 に 入 社 。 1 9 9 3 年 に 現 在 の 東 洋 繊 維 協 同 組 合 に 入 社 し 、 一 久 氏 の 死 亡 に 伴 い 、

2 0 0 3 年 よ り 現 職 。  

た な か ・ あ き こ  ☆  1 9 3 4 年 、 今 治 市 本 町 の 丸 五 呉 服 店 （ 箱 﨑 家 ） の 3 人 兄 妹 の 末

っ 子 と し て 誕 生 。 今 治 市 立 美 須 賀 小 学 校 （ 現 ・ 今 治 市 立 吹 揚 小 学 校 ）、 今 治 市 立 美 須

賀 中 学 校 （ 現 ・ 今 治 市 立 日 吉 中 学 校 ）、 愛 媛 県 立 今 治 北 高 等 学 校 （ 第 １ 期 生 ） を へ て 、

1 9 5 3 年 に 共 立 女 子 大 学 短 期 大 学 部 家 政 科 に 入 学 。 短 大 在 学 中 の 2 0 歳 の と き に 田 中

一 久 氏 と 見 合 い 結 婚 を し 、 田 中 家 に 嫁 ぐ 。 3 人 の 子 供 た ち を 育 て な が ら 、 従 業 員 の 食

事 な ど の 世 話 を し て き た 。 2 6 歳 の と き に 次 女 の 愛 子 氏 が 誕 生 。  

 

 晒 し 場 あ っ て の タ オ ル 。当 た り

前 だ が 、な か な か 認 知 さ れ て い な

い の が 現 状 で あ る 。 し か し 、 こ の

縁 の 下 の 力 持 ち が 今 治 タ オ ル 復

活 の 舞 台 裏 で 悲 鳴 を 上 げ て い る 。  

 今 治 で も 老 舗 タ オ ル メ ー カ ー

の 田 中 産 業 (株 )が 、 1 9 5 1 年 に 染

晒 加 工 部 門 と し て 設 立 し た の が

東 洋 繊 維 協 同 組 合 で あ り 、晒 し 場

と し て 古 い 歴 史 を 持 つ 。  

  今 回 と り 上 げ る 田 中 愛 子 氏 は 、 2 0 0 3 年 か ら 同 組 合 の 代 表 理 事 に 就 任

し 、 晒 し 場 が 直 面 す る 問 題 に 日 々 向 き 合 い な が ら 、 晒 し 場 を 知 っ て も ら

う 活 動 に も 励 ん で い る 。田 中 産 業 (株 )を 内 助 の 功 で 支 え て き た 母・明 子 氏

と 伴 に 、 田 中 家 の 人 び と と タ オ ル に つ い て 話 を う か が う 。  
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1．  晒 し 場  

 

10 年後には晒し場がなくなる!？ 

 

 田 中 愛 子 氏 の 職 場 は 「 晒 し 場 」 で あ る 。 染 晒 加 工 を 施 す 工 場 お よ

び 会 社 の こ と を 業 界 で は 「 晒 し 場 」 と 呼 ん で い る 。 晒 し 場 は 、 タ オ

ル の 製 織 前 に 綿 糸 を 晒 し て 染 め た り 、 製 織 後 に 生 地 を 晒 し 、 あ る い

は 糊 を 落 と し て 染 め た り 、 柔 ら か く し た り す る 加 工 場 で あ る 。 こ の

晒 し 場 が 「 1 0 年 後 に は な く な る か も し れ な い 」 と 愛 子 氏 は 危 機 感

を 募 ら せ る 。 な ぜ な ら 、 昔 で 言 う 3 K の 職 場 だ か ら で あ る 。 3 K と

は 、「 き つ い （ K i t s u i ）」「 汚 い

（ K i t an a i）」「 危 険 （ K i k e n）」

と い う 3 つ の 言 葉 の 頭 文 字 か ら

と っ た 造 語 で あ り 、 と く に 夏 場

の 作 業 場 は か な り 熱 く 、 過 酷 な

労 働 環 境 を 表 し て い る 。し か も 、

タ オ ル 製 造 の 工 程 で は 黒 子 の よ

う な 役 目 を 担 い 、 け っ し て 表 に

出 る こ と は な い 。 で は 、 3 K の

晒 し 場 と は ど ん な 職 場 な の か 、

以 下 で 簡 単 に 見 て い こ う （ 染 晒

加 工 に つ い て は 「 タ オ ル び と 」

2 0 1 3 年 8 月 号 〜 1 1 月 号 も 参

照 ）。  

 今 治 地 域 で 生 産 さ れ る タ オ ル

の 多 く は 「 先 晒 タ オ ル 」 と し て

有 名 で あ る が 、 現 在 は 、 準 備 工

程 と 仕 上 工 程 の い ず れ も 染 晒 加

工 が 晒 し 場 に よ っ て お こ な わ れ

て い る 。 図 １ は 今 治 タ オ ル の 製
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造 工 程 を 示 し た も の で あ る 。 タ オ ル 製 造 は お も に 準 備 工 程 、 製 織 工

程 、 仕 上 工 程 の 3 つ の 工 程 に 分 け る こ と が で き る 。  

 図 2 は 、準 備 工 程 と 仕 上 工 程 で お こ な わ れ る 染 晒 工 程 を 大 ま か に

図 式 化 し た も の で あ る 。 ま ず 、 準 備 工 程 で あ る 。 サ イ ジ ン グ 加 工 で

は 、 綿 糸 を 荒 巻 に し て 整 経 （ 経 糸 ） し た も の を 精 練 漂 白 し 、 糊 付 し

て 乾 燥 さ せ 、 タ オ ル メ ー カ ー に 出 荷 す る 。 チ ー ズ 加 工 で は 、 チ ー ズ

巻 の 綿 糸 を ソ フ ト 巻 に 巻 き 直 し て か ら 精 練 漂 白 を お こ な い 、 染 色 し

晒 し た あ と で 糊 付 し て 乾 燥 さ せ る 。 そ し て 、 再 び チ ー ズ に 巻 き 返 し

て タ オ ル メ ー カ ー に 出 荷 す る 。  

 精 練 は 、 吸 水 性 を 持 た し つ つ 、 染 色 の 妨 げ に な ら な い よ う に 綿 糸

に 付 い た 丌 純 物 を 取 り 除 く 。 漂 白 は 、 染 色 す る 前 に い っ た ん 綿 糸 や

生 地 を 晒 し て 白 に す る 。 出 来 上 が っ た タ オ ル の 色 は 黄 や 赤 、 黒 、 緑

な ど 多 様 で あ る が 、 ど の よ う な 色 で も 必 ず 漂 白 し て か ら 色 染 め さ れ

る 。 漂 白 が 終 わ る と 、 よ う や く 染 色 で あ る 。 そ し て 、 染 色 さ れ た 綿

糸 に 糊 を 付 け る 。 糊 付 は 、 綿 糸 の 強 度 を 高 め て 製 織 時 の 糸 切 れ を 防

い だ り 、 毛 羽 落 ち を 押 さ え た り す る 加 工 で あ る 。 最 後 に 、 乾 燥 さ せ

て 準 備 工 程 の 为 な 作 業 は 完 了 す る 。  

 次 に 、 仕 上 工 程 に つ い て は 、 先 晒 タ オ ル を 特 徴 と す る 今 治 タ オ ル

で は 、図 1 の 「 先 晒 」 の 工 程 順 に 加 工 が 施 さ れ る 。 最 初 に 、タ オ ル

の 吸 水 性 を 高 め る た め に 準 備 工 程 で 付 着 し た 糊 を 落 と す 。こ の と き 、

大 量 の 温 水 に 薬 剤 を 入 れ て 糊 抜 す る 。 糊 抜 の あ と は 、 生 地 の 脱 水 ・

乾 燥 で あ る 。 乾 燥 は 、 タ オ ル の 肌 触 り や ボ リ ュ ー ム 感 を 左 右 す る 重

要 な 作 業 と な る 。 乾 燥 し た タ オ ル は 、 機 械 を 使 っ て 実 際 に 商 品 と し

て 使 用 す る サ イ ズ に 切 断 さ れ る 。 さ ら に 、 乾 燥 後 の タ オ ル を 枚 数 毎

に 揃 え た り 、 汚 れ た 部 分 を 洗 っ た り す る 。  

 後 晒 タ オ ル で 有 名 な 泉 州 タ オ ル で は 、 準 備 工 程 で 綿 糸 加 工 を お こ

な わ な い の で 、 仕 上 工 程 で 一 連 の 染 晒 加 工 を お こ な う 。 サ イ ジ ン グ

加 工 で 糊 付 （ サ イ ジ ン グ 糊 付 ） し た タ オ ル 生 地 を 精 練 漂 白 す る 。 そ

の あ と さ ま ざ ま な 色 に 染 め る 。 そ し て 、 生 地 を 脱 水 ・ 乾 燥 さ せ る 。

泉 州 タ オ ル の 特 徴 は 綿 糸 の 状 態 で チ ー ズ 糊 付 を し な い た め 、 繊 維 の
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奥 深 く ま で 糊 が 付 着 し て お ら ず 、 先 晒 タ オ ル に 比 べ る と 糊 が 落 ち や

す い の で 吸 水 性 を や や 発 揮 し や す い 。 こ の よ う に 、 タ オ ル の 種 類 に

よ っ て 染 晒 加 工 に お い て も ず い ぶ ん 大 き な 違 い が あ る 。  

 

 

 

 

 

 以 上 が 、 晒 し 場 が 担 う タ オ ル 製 造 に お け る 分 業 工 程 で あ る 。 時 代

に よ っ て 使 う 道 具 や 機 械 は 異 な る が 、 晒 し 場 は い ま も 昔 も 、 そ し て

春 夏 秋 冬 い ず れ の 季 節 で も 根 気 の い る 力 仕 事 に 変 わ り は な い 。  
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 今 治 市 旭 町 に あ る 東 洋

繊 維 協 同 組 合 は 、 1 9 5 1

年 に 設 立 さ れ た と き の 面

影 を そ の ま ま 残 し て い る 。

そ の 象 徴 が 煙 突 で あ る 。

建 物 も 当 時 の 堅 牢 な 木 造

部 分 を 一 部 残 し て お り 、

と く に 事 務 所 玄 関 は 情 緒

あ る 佇 ま い で あ る 。 現 在

の タ ン ブ ラ ー 乾 燥 室 の 入

口 の ド ア 上 部 を 見 る と 、

木 製 の ブ ラ イ ン ド （ ず ら

し ） に な っ て お り 、 通 気

が で き る よ う に う ま く 工

夫 さ れ て い る 。 昔 は 染 晒

加 工 し た 綿 糸 を 雨 の 日 や

夜 間 に 天 日 干 し で き な い

た め 、 物 干 竿 に 綿 糸 を 掛

け て 、 下 か ら 練 炭 を 焚 い

て 乾 燥 さ せ て い た 。  

 歴 史 を 物 語 る 建 物 の 横

に 工 場 が 併 設 さ れ て お り 、

染 晒 加 工 に 必 要 な 機 械 が

工 程 順 に 配 置 さ れ て い る 。 こ こ に あ る ほ と ん ど の 機 械 は 、 何 十 年 も

稼 働 し て い る 強 者
つ わ も の

揃 い で あ る 。そ の な か で も 3 基 の ボ イ ラ ー は そ の

技 術 の 高 さ や 製 造 時 期 か ら み て 、 市 や 県 、 い や 国 の 重 要 文 化 財 と 言

っ て も い い ほ ど の 貴 重 な 機 械 で あ る 。 3 基 の ボ イ ラ ー は 、第 1 基 が

1 9 6 3 年 製 、 第 2 基 が 1 9 6 7 年 製 、 第 3 基 が 1 9 7 0 年 製 で あ り 、

い ず れ も 呉 造 船 所（ 現 ・ I H I） の 製 造 で あ る 。頑 丈 な 構 造 に 加 え 、工

場 の 職 人 が 丹 念 に メ ン テ ナ ン ス し て い た お か げ も あ っ て 長 年 現 役 で

 

右 側 が 事 務 所 玄 関 で 、 左 奥 の 上 に 見 え る の が 煙 突  

 

 

ブ ラ イ ン ド に な っ て い る 事 務 所 の 一 部  
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動 い て い た （ 201 5 年 8 月 の イ ン タ ビ ュ ー 時 点 ）。 し か し 残 念 な が

ら 、 重 油 供 給 の 困 難 と 環 境 問 題 か ら 2 0 1 5 年 9 月 に 稼 働 停 止 し た 。 

 

 

  

      1 9 6 7 年 製 の 第 2 基 ボ イ ラ ー       

 

 

 

 東 洋 繊 維 協 同 組 合 の 工 場 に あ る 機 械 や 設 備 、 原 料 な ど の 写 真 と 図

２ に 沿 い な が ら 、 準 備 工 程 か ら 工 場 内 の 様 子 を 概 観 し よ う 。 タ オ ル

メ ー カ ー が 糸 商 を 介 し て 紡 績 会 社 に 発 注 し た 綿 糸 （ 木 管 巻 き ） が 工

場 に 送 ら れ て く る と 、 そ れ を 均 等 に 染 ま る よ う に ボ ビ ン に ソ フ ト 巻

き を 施 す 。 こ れ が 最 初 の 工 程 で あ る 。  

 ソ フ ト 巻 の 作 業 を 終 え る と 、 綿 糸 の 精 練 、 漂 白 、 染 色 で あ る 。 こ

の 際 に 使 う 染 色 機 は お も に 30 0k g（ 1 . 5 梱 、 28 8 チ ー ズ ） 入 る も

の が 2 台 、 20 0k g（ 1 . 0 梱 、 1 4 4 チ ー ズ ） が 3 台 、 1 00k g（ 0 . 5

梱 、 9 6 チ ー ズ ） が 2 台 あ り 、 そ れ そ れ の 規 模 の 染 色 機 に 合 わ せ て

乾 燥 機 が 設 置 し て あ る 。 こ れ ら の 染 色 機 を (株 )日 阪 製 作 所   製 の

大 型 釜 に 入 れ て 、 綿 糸 に 加 工 が 施 さ れ る 。 そ の 際 、 チ ー ズ キ ャ リ ア

1 9 6 3 年 製 ボ イ ラ ー を 守 る た め の 木 製 の 屋 根         

現 在 は 消 防 法 に 抵 触 す る た め 再 現 丌 能  

 

LOOKS
ノート注釈
1942年に三石工業(株)として設立され、1951年に現在の社名に改称。大阪に本社を構える、産業機械製造業のメーカー。現在は国内のみならず世界に製品を輸出するグローバル企業でもある。
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ー が 重 い た め ク レ ー ン を 使 っ て 作 業 を お こ な う 。 大 型 釜 の 他 に も 、

多 品 種 少 量 向 け に 50k g や 10k g、 さ ら に 小 さ い 小 型 釜 も あ る （ 表

1 参 照 ）。小 型 釜 は 、(株 )鈴 木 製 作 所   （ 現・株 式 会 社 ベ ル テ ク ノ ）

製 と イ マ バ リ マ シ ン (株 )製 の も の が 設 置 し て あ る 。  

 

 

 

精 練 、 漂 白 、 染 色 は 釜 に 入 れ て 加 工 す る が 、 と く に 夏 場 は 精 練 後 放

置 し て お く と す ぐ に 黴
か び

が 生 え る た め 、 素 早 く 次 の 工 程 に 移 行 し な け

れ ば な ら な い 。  

 こ れ ら の 作 業 の 次 は 糊 付 で あ る 。 東 洋 繊 維 協 同 組 合 で は 、 糊 付 は

食 用 の 澱 粉 を 使 っ て い る 。 食 用 な の で 環 境 に や さ し く 、 綿 糸 に も あ

ま り 負 荷 を 不 え な い 。  

 

 

   

    ソ フ ト 巻 き に さ れ た 綿 糸                  糊 付 に 使 用 す る 食 用 澱 粉  

 

 

LOOKS
ノート注釈
1957年に設立された染色機械メーカー。本社は愛知県尾西市。現在は(株)ベルテクノと称し、おもに厨房用機器を製造している。
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手 前 が 1 . 5 梱 の チ ー ズ キ ャ リ ア ー         

     奥 が 0 . 5 梱 の チ ー ズ キ ャ リ ア ー          

 

ク レ ー ン で チ ー ズ キ ャ リ ア ー を 大 型 釜 に 挿 入                     

 

 

( 株 ) 日 阪 製 作 所 製 の 大 型 釜 の 中 の 様 子  

 

    手 前 が 素 晒 、 奥 が 晒 （ 蛍 光 染 料 入 り ）  

 



「タオルびと」2016 年 12 月号（田中愛子・明子氏編①） 

 

9 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

 

 

( 株 ) 鈴 木 製 作 所 製 の 6 本 入 り の 小 型 釜  

 

 東 洋 繊 維 協 同 組 合 で は 、 反 応 染 料 と ス レ ン 染 料 を 使 用 し て い る 。

反 応 染 料 は 自 宅 用 タ オ ル に よ く 使 わ れ る 染 料 で 、 比 較 的 安 価 な う え

に 鮮 や か な 色 が 再 現 で き る 。 一 方 、 ス レ ン 染 料 は 業 務 用 タ オ ル 専 門

で 、 値 段 は 張 る が 比 較 的 色 落 ち し に く い 。 た と え ば 、 業 務 用 の 代 表

格 で あ る ホ テ ル の タ オ ル は ス レ ン 染 料 で 染 め る 。 ホ テ ル は 、 専 門 の

ク リ ー ニ ン グ 業 者 に 依 頼 し て 大 量 の タ オ ル を 洗 濯 し 、 そ の 際 殺 菌 の

目 的 で 塩 素 を 使 用 す る た め 、 塩 素 に 強 く 堅 牢 度 が 重 視 さ れ る か ら で

あ る 。い ず れ の 染 料 に し ろ 、価 格 が 年 々 高 騰 し て お り 、と り わ け「 黒 」

は 将 来 染 色 で き な い の で は な い か と 懸 念 さ れ て い る（「 繊 維 ニ ュ ー ス 」

［ 2 0 1 4］）。  

 製 織 後 、 今 度 は 綿 糸 で は な く タ オ ル 生 地 の 状 態 で 晒 し 場 に 戻 っ て

く る 。 仕 上 工 程 に お け る 染 晒 加 工 で あ る 。 先 染 の 綿 糸 で 織 ら れ た タ

オ ル 生 地 の 場 合 は 、 最 初 に 糊 抜 さ れ る 。 ま た 、 後 染 め す る 場 合 は 、

大 型 釜 に 入 れ て 精 練 漂 白 後 、 オ ー バ ー マ イ ヤ ー 釜 に 必 要 な だ け 移 し

て 染 色 さ れ る 。 こ の 作 業 が も っ と も 神 経 を 使 う 。  

 

 

    イ マ バ リ マ シ ン ( 株 ) が 製 造 し た 小 型 釜  
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      今 で は 懐 か し い 蒼 社 川 の 川 縁 で 天 日 干 し （ 1 9 6 6 年 4 月 撮 影 ）  

 ス カ ッ チ ャ は 脱 水 と 乾 燥 の 間 の 工 程 で 使 う 機 械 で あ り 、 タ オ ル 生

地 を 平 ら に し て 振 り 落 と す 。 ラ ン ダ ム 乾 燥 機 は 、 タ オ ル 生 地 を 乾 燥

さ せ 風 合 い を 出 す 。 こ の 機 械 も 古 く 、 2 2〜 2 3 年 前 か ら 稼 働 し て い

る 壽 工 業 (株 )   製 の 機 械 で あ る 。 テ ン タ ー は 縮 ん だ 生 地 を 伸 ば し

た り シ ワ を と っ た り す る 機 械 で 、 家 電 品 で 言 え ば ス チ ー ム ア イ ロ ン

に あ た る 。 こ れ も 日 本 製 で O M マ シ ン (株 )   が 製 造 し た も の で あ

る 。 ス リ ッ タ ー は 、 生 地 を 用 途 に あ っ た 巾 に 縦 方 向 に 裁 断 す る 機 械

で あ る 。  

 

           

手 前 が 糊 抜 槽 、 奥 が バ ス ケ ッ ト に 入 れ た タ オ ル 生 地  

 

 

 

糊 抜 き 槽 の 中  

LOOKS
ノート注釈
1951年に設立。名古屋に本社を置き、水処理装置・プラントの設計、開発、製造、施工を担う工作機械のメーカーであり、水処理のパイオニア的存在である。


LOOKS
ノート注釈
残念ながら、現在は解散により存在しない。
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 染 色 用 大 型 釜 に 入 れ る ス テ ン レ ス 製 バ ス ケ ッ ト   染 色 機 の オ ー バ ー マ イ ヤ ー （ 左 ） と  

                           糊 抜 と 精 練 に 利 用 す る 液 流 染 色 機 （ 右 ） 

                         

 こ れ ら の 年 季 の 入 っ た 機 械 は 、 こ の 先 稼 働 す る か ど う か の 保 障 は

な い 。 と く に 、 ラ ン ダ ム 乾 燥 機 は 、 国 内 で の 生 産 を 中 止 し て い る た

め 、 部 品 が 壊 れ る と 動 か な く な る 可 能 性 が あ る 。 そ う か と 言 っ て 、

外 国 製 の 機 械 を 設 置 す る と お な じ く 部 品 調 達 が ス ム ー ズ に い か ず 、

お よ そ １ ヶ 月 の 時 間 を 要 す る う え に 費 用 も か か る 。 し か し 、 今 治 に

は 救 世 为 が い る 。 先 述 の ６ 本 入 り 小 型 釜 を 製 造 し た イ マ バ リ マ シ ン

(株 )で あ る 。 同 社 が 古 い 機 械 の 部 品 を 製 作 し て く れ る の で 、 機 械 に

丌 具 合 が 生 じ る と す ぐ に 来 て も ら い 修 理 し て も ら う 。 同 社 の お か げ

で 、古 い 機 械 も 現 役 で 動 い て い る と い っ て も 過 言 で は な い 。ま さ に 、

地 域 の 産 業 集 積 が あ っ て は じ め て 可 能 な 連 携 プ レ イ で あ る 。  
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ス カ ッ チ ャ で タ オ ル 生 地 を 平 ら に す る  

 

  テ ン タ ー で シ ワ を 伸 ば す         ス リ ッ タ ー で 用 途 に 合 わ せ タ オ ル 生 地 を 裁 断 す る  

 

タオル屋は 7 割が女性 、晒 し場は 8 割が男性  

 

 晒 し 場 の 職 場 は 、 事 務 の 仕 事 と 出 荷 の 際 に タ オ ル を 畳 む 作 業 以 外

は 力 仕 事 で あ る 。 よ く 言 わ れ る の は 、 タ オ ル 屋 は 7 割 が 女 性 だ が 、

晒 し 場 は 8 割 が 男 性 で 、男 の 職 場 で あ る 。上 記 の 写 真 を 参 照 し な が

ら 工 場 の 様 子 を 見 て き た が 、 備 え 付 け の 機 械 は 大 型 で あ り 、 染 晒 工

程 の ほ と ん ど の 場 面 で 相 当 な 体 力 を 要 す る 。 た と え ば 、 台 車 に 乗 せ

て い る タ オ ル の 総 量 が 100k g を 優 に 超 え 、 薬 剤 の 入 っ た 袋 は 1 袋

 

壽 工 業 ( 株 ) 製 の ラ ン ダ ム 乾 燥 機 で タ オ ル 生 地 を 乾 燥 さ せ る  
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当 り 2 0〜 25k g あ り 、こ れ ら を 難 な く 繰 り 返 し 持 ち 運 び し な け れ ば

な ら な い 。 チ ー ズ キ ャ リ ア ー や 後 染 め 用 の 釜 に 大 量 の 綿 糸 や タ オ ル

生 地 を 入 れ る 際 は 、 ク レ ー ン を 使 っ て 作 業 す る 。 暑 い 夏 も 寒 い 冬 も

冷 暖 房 の 効 か な い と こ ろ で 作 業 を こ な す 。な る ほ ど 、「３ Ｋ 」と 称 さ

れ る の も 納 得 で あ る 。  

 晒 し 場 の 過 酷 な 現 場 を 熟 知 し て い る 愛 子 氏 は 、 あ る 日 、 従 業 員 募

集 の た め に ハ ロ ー ワ ー ク に 足 を 運 ん だ 。 そ こ で 、 職 員 と 大 喧 嘩 を し

た 経 験 が あ る 。 そ の 理 由 は 、 愛 子 氏 が 「 男 性 を 募 集 し た い 」 と 伝 え

た と こ ろ 、 そ の 職 員 が 男 女 共 同 参 画 社 会 で そ れ は 時 代 錯 誤 だ と 言 っ

て 、 終 に は 愛 子 氏 に 説 教 し 始 め た か ら で あ る 。 2 時 間 く ら い す っ た

も ん だ の 挙 げ 句 に 、 愛 子 氏 は 職 員 に 向 か っ て 「 あ な た が う ち に 来 て

１ 日 働 い て く だ さ い 」 と 言 っ て 笑 い 話 で 済 ん だ が 、 晒 し 場 の 仕 事 だ

け は い く ら 理 想 論 を 掲 げ て も 女 性 の 体 力 で は 無 理 な も の は 無 理 で あ

る 。 し か も 当 時 会 社 で は 3 交 替 制 を 採 用 し て お り 、 2 2 時 〜 5 時 の

間 も 交 替 で 勤 務 し な け れ ば な ら ず 、 男 性 の 現 場 に 女 性 を 入 れ る こ と

な ど あ ま り に も リ ス ク で あ り 、 愛 子 氏 は 想 像 す ら で き な か っ た 。  

 「 晒 し 場 が 1 0 年 後 に は な く な る か も し れ な い 」 と い う 愛 子 氏 の

危 惧 は 、 ま ん ざ ら 大 げ さ で も な い 。 ボ イ ラ ー を は じ め 機 械 稼 働 の 限

界 、 高 騰 す る 染 料 の 問 題 、 重 労 働 と 务 悪 な 労 働 条 件 ゆ え の 人 手 丌 足

な ど 、 晒 し 場 の 抱 え る 問 題 は 山 積 み で あ る 。 明 る い 未 来 が 保 障 さ れ

て い る わ け で は な い が 、 タ オ ル 業 界 と 会 社 の 将 来 を 考 え る と 、 10

年 後 の 心 配 が 杞 憂 に 終 わ る よ う に 、 愛 子 氏 は 日 々 「 P D C A（ P l an→

D o→ C h e c k→ A c t i o n）」   の 毎 日 を 送 っ て い る 。（ 次 号 に つ づ く ）  

                       

LOOKS
ノート注釈
アメリカのW・エドワーズ・デミングらが提唱した考え方で、戦後日本のモノづくりの現場における品質管理や生産管理に大きな影響を与えた。デミング・サークルと言われるPDCAは、「Plan（計画する）→Do（実行する）→Check（評価する）→Action（改善する）」のそれぞれの頭文字を並べた言葉。




